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いつかあなたと見た 

桜の季節が 

また、めぐってきた 

 
 
 
                             

編

集

後

記 
 

こ
の
た
び
の
東
北
関
東
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
涼
風
苑

は
日
頃
の
備
え
が
幸
い
し
、
建
物
の
損
傷
な
く
、
利
用
者
様
の
食
事
・
入
浴
・
ト
イ
レ
の
ケ
ア
に
支
障
な

く
大
切
な
お
客
様
を
守
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
リ
ネ
ン
類
や
オ
ム
ツ
の
手
立
て
に
苦
心
も
し
ま
し
た
。
デ

イ
ケ
ア
の
送
迎
車
や
職
員
の
通
勤
の
車
の
ガ
ソ
リ
ン
を
手
立
て
す
る
の
に
も
苦
心
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ

ん
な
困
難
を
通
し
て
職
員
の
心
が
一
つ
に
な
り
、
使
命
感
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

新
年
度
で
す
。
八
峰
会
自
慢
の
桜
は
、
病
院
の
新
築
の
工
事
に
も
、
こ
の
大
震
災
に
も
負
け
ず
見
事
な

花
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
、
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
近
隣
の
市

町
村
・
病
院
・
施
設
・
事
業
所
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
方
、
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
新
し
い
年
度
を

し
っ
か
り
歩
み
ま
す
。 

編
集
委
員
長 

 

浅
野
有
子 

編
集
委
員 

 
 

篠
木
美
香 

市
村
綾
子 

船
串
実 

目
埼
友
紀 

 

川
口
江
里
子  

酒
井
由
美 

柏
川
晴
香 

 

涼
風
苑 

二
十
三
年
度
の
努
力
目
標 

 
◆
医
師･
看
護
部
門 

 

医
師 

池
田 

八
恒
子 

 

御
利
用
者
の
健
康
を
見
守
り
、
不
調
時
に
は
適
切
な
看
護･

処
置
に
努
め
ま
す
。
往
診
程
度

の
医
療
は
提
供
で
き
ま
す
が
、
病
院
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
体
調
が
あ
ま
り
悪
い
時
に
は

御
家
族
の
付
き
添
い
で
早
め
の
病
院
受
診
を
お
勧
め
し
て
参
り
ま
す
。
看
護
師
の
看
護
方
針

の
統
一･

連
携
を
心
掛
け
、
老
年
看
護
技
術
を
高
め
ま
す
。 

◆
介
護
部
門 

 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

市
村 

綾
子 

 

御
利
用
者
・
御
家
族
の
思
い
を
大
切
に
し
、
普
段
の
生
活
の
中
で
少
し
で
も
多
く
自
分
で
行

え
る
事
が
増
え
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
食
事
時
に
は
可
能
な
限
り
美
味
し
く
自
分

で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
。
日
中
可
能
な
限
り
ト
イ
レ
で
排
せ
つ
で
き
る
よ
う
に
。
御
利
用
者

の
笑
顔
の
た
め
に
言
葉
遣
い
や
対
応
を
丁
寧
に
し
、
優
し
い
介
護
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

委
員
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
環
境
、
ケ
ア
体
制
を
整
え
、
気
持
ち
良
く
過
ご
し
て
頂

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
ま
す
。 

◆
リ
ハ
ビ
リ
部
門 

 

リ
ハ
ビ
リ
主
任 

浅
野 
有
子 

 
｢

リ
ハ
ビ
リ
す
る
な
ら
涼
風
苑｣

と
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
茨
城
県
随
一
の
総
合
的
チ

ー
ム
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
療
法
士
個
々
が
治
療
技
術
を
さ
ら

に
向
上
し
、
信
頼
し
て
頂
け
る
個
別
機
能
訓
練
を
い
た
し
ま
す
。
利
用
者
個
々
の
人
生
と
個

性
を
大
切
に
し
て
、
そ
の
人
ら
し
さ
が
引
き
出
せ
る
、
専
門
的
な
作
業
療
法
を
目
指
し
ま
す
。 

◆
栄
養･

厨
房
部
門 

 

管
理
栄
養
士 

川
口 

江
里
子 

 

御
利
用
者
の
機
能
や
食
体
験
・
嗜
好
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
求
め
る
も
の
に
沿
え
る
よ
う
な
食

事
作
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
「
美
味
し
い
食
事
・
楽
し
い
食
事
」
を
第
一
に
個
別
対
応
の

健
康
・
栄
養
管
理
を
い
た
し
ま
す
。 

◆
口
腔
ケ
ア
部
門 

 

歯
科
衛
生
士 

酒
井 

由
美 

 

き
れ
い
な
口
で
健
康
に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
、
御
利
用
者
が
の
ぞ
む
歯
磨
き
習
慣
を
整
え

る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
体
や
気
持
ち
の
変
化
に
応
じ
た
口
腔
ケ
ア
を
、
ス
タ

ッ
フ
全
体
で
提
供
い
た
し
ま
す
。 

◆
支
援
相
談
員
部
門 

支
援
相
談
員 

野
本 

か
お
り 

 

ご
利
用
者
が
御
家
族
の
一
員
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
御
家
族
と
本
人
と
の
関
係
を
紡
い
で
い

く
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。 

◆
事
務
部
門 

 

事
務
長 

関 

彰 

 

御
利
用
者･

御
家
族
の
安
心
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
な
対
応･

笑
顔
の
応
対
に
心
が

け
ま
す
。
無
駄
を
な
く
す
目
を
配
り
、
経
費
節
減
を
目
指
し
ま
す
。
整
理
・
整
頓
・
清
潔
な

施
設
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。 

堀江 良臣 

趣味：昼寝 

足裏マッサージ 

「利用者の皆さんが快適な生

活を送れるよう頑張りますの

で、宜しくお願いします！」 

飯田 直美 

趣味：映画鑑賞 

ドライブ 

「一日も早く利用者さん

の信頼を得られるように

頑張ります！」 

よろしくおねがい 

しまーす！ 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女川町の保健師さん(左)と涼風苑ケアマネジャー市村氏。→ 
町の職員さんの中にも家族の行方が分からない方、自宅を失った

方も大勢いらっしゃいます。目の前の避難民の方々の力になりた

い気持ちと、自分の生活を何とかしなければという思いを抱え、

葛藤しながら仕事をする日々だそうです。 

○ 現在、節電のために施設内の照明を一部消灯しています。御不便をおかけしてしまう事もあるかと

思いますが、御理解のほど宜しくお願い致します。 

○ 今後、全国的な電力供給不足に伴い、やむを得ず入浴日等の苑生活スケジュールを一部変更する場

合がございます。また、夏季には例年よりも施設内温度が高くなることが予測されます。スタッフ

も御利用者の水分補給に努めます。御家族様の方でも、早めの時期から着替え（特に薄手の洋服や

下着類）を多めに用意して頂き、洗濯もこまめに行って頂きますようお願いいたします。 

～ 宮城県女川町への支援報告 ～ 

涼風苑からは、下着類やタオル、トイレットペーパー等

の生活用品類を、僅かではありますが寄付しました。→ 
また、スタッフと御利用者で被災者の方々へのメッセー

ジボードを作成し、支援物資とともに届けました。 

←4 月 9 日被災地入り。届け先は女川町の福祉

避難所。この建物は海抜 20m の高さにあります

が、津波はこの施設の一階部分にまで達したと

いいます。避難所の周囲には、津波の爪痕が残

されたままです。 
こちらには現在も 50 名前後の方が避難生活を

続けていらっしゃるそうです。まだまだ復興の

目途はたたず、ニーズに応じた長期的な支援が

不可欠と感じました。 

 

 

 

平成 23 年 3 月 11 日、午後 2 時 46 分。太平洋三陸沖を震源とするマグニチュード 9.0 の地震 

が発生。当苑のある龍ヶ崎市も震度５強を観測し、大きな被害を受けました。 

＊   ＊   ＊ 

   少し薄曇りの、いつもと変わらぬ午後。移動に介助の必要な２階の入所者の方を、おやつの為に一階食堂へ

御案内し終えた頃。デイケアではカラオケの大合唱の最中。初めは小さな揺れでした。すぐに収まると思いき

や、勢いは増すばかり。鉄筋造りの施設が、縦に、横にと大きく揺さ振られました。 

   職員は直ちに施設内の状況を確認。次に来る余震に備え、利用者の方を安全な場所へ誘導しました。支援セ

ンターのケアマネジャーもすぐに御利用者のお宅へと出発。 

幸いにも発生当時エレベーターを利用されていた利用者の方はいらっしゃらず、当苑をご利用の方々は全員

無事が確認されました。また施設の損傷もなく、ライフラインにも影響はありませんでしたので、その日の夕

飯も温かな食事を召し上がっていただき、御自分のお部屋でお休みになって頂くことができました。 

 

    

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

～涼風苑 奮闘記～ 

 
★ オムツやパットを工夫・活用する中で、厳しい品不足も乗り越えることができました！ 

（色々なところと協力、共有し合いました。ありがとうございました。） 

 

☆ 自宅は水も出ず、お風呂に三日も入ってない。それでも利用者の為に、一生懸命入浴ケ

ア頑張りました！スタッフは汗だく…それでもタオルで汗を拭い、さあ次の仕事！ 

 

★ 余震が続く中だからこそ、御利用者に地震の不安が伝わらない様に、普段よりも笑顔で

仕事。皆いるから大丈夫！日本を元気にするつもりで頑張ろう！と励まし合い。 

 

☆ ガソリン不足でも、通所の御利用者をいつもと同じように送迎できるように朝早くからス

タンドへ。スタッフ全員で開店しているスタンドの情報を共有し、交代で送迎車にガソリ

ンを入れ続けました。 

 

★ 余震でエレベーターが動かなくても、スタッフ４人ひと組で、御利用者を車椅子ごと階段

で移動。普段歩行練習をしている方は、作業療法士と共に階段へトライ！なかには、初

めて階段をのぼって上がった方々も。「いや～やればできるもんだね！」 「リハビリ頑張っ

てて良かったよー！」 

 

☆ 勤務日以外でも、御利用者が心配だからと苑へ顔を出す。夜中でも大きな余震があれ

ば電話で安全確認。疲れていても朝早くから通勤用の車のガソリンを工面。電車が止ま

っていても、家族の協力でなんとか出勤。全て「いつも通りの涼風苑」の為の努力です。 




